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クモ毒への興味

• セアカゴケグモの毒素にはセキツイ動物に対
するαラトロトキシン（神経毒，Caチャネル開
放,MV13万のタンパク質 アミノ酸1401個）

• 昆虫に対するαラトロインセクトトキシン（神経
毒，タンパク質）

• 機能不明なラトロディクティン 88個
• 甲殻類に対するラトロクラスタトキシン（神経
毒，タンパク質）がある。



クモ毒の進化

• 餌の広汎な利用という観点からすると、

甲殻類

昆虫類

セキツイ動物

と毒は進化した？



顎のサイズとクモの毒腺の位置

Labidognath spider(black)
Orthognath spider (white) Cupiennius salei 



174種, 1618論文を調査



研究された種数



毒の構造による
系統

Jocque & 
Dippenaar –Schoeman
(2006)  and 
Kuntner et. al., (2008)



低分子のクモ毒の化学構造



クモ毒液中のアシルポリアミン毒



アミノ酸と非アミノ酸のAPAの分子量



クモ毒液中の細胞破壊ペプチド



細胞破壊
ペプチドの
分子量



分子量とアミノ酸配列データ



ミニ・タンパク毒の立体構造



３次元分子構造



ミニ・タンパク毒のアミノ酸配列



ミニ・タンパク毒の作用



ミニ・タン
パク毒の
分子量



分子量とシスティン数



タランチュラ毒の比較



ゴキブリに
対する
LD５０
比較


